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研究成果の概要（和文）：この研究では、理論考察とインドでの現地調査を組み合わせた2年間の活動を行った。その
結果（ア）これまで主流であったグローバル倫理には西洋中心性のバイアスがあること、（イ）それを乗り越えうる枠
組みとして、文化・価値が異なる複数の担い手による「正義のバランス」が有効であることが解明された。研究の成果
は2014年から16年度にかけて著書（共著）2点、論文（単著）1点、同（共著）1点で公表されており、この報告執筆の
時点で、さらに著書（共著）2点が公表の予定である。なお、これら全部のうち5点は英語による。

研究成果の概要（英文）：The project was conducted in two-year activities of (a) theoretical investigation 
and (b) field research in India, with 4 book chapters (2 in English; 2 forthcoming), one single-authored 
article (English) and another as second author (English). Thus far the research reached the conclusion 
that (i) contemporary Global Ethics has been culturally biased and therefore globalized ethics; and (b) 
the conception of 'Balance of Justice' may be a useful supplement for advancing global justice in 
Post-Western direction.

研究分野： 倫理学　国際関係論

キーワード： グローバル倫理　国際関係倫理　国際関係論　難民　強制移動　ジェンダー暴力

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 この研究が始まった当初から現在（報告書
提出時）に至るまで一貫して存在していた背
景は、（ア）グローバル倫理学の盛り上がり
と（イ）その文化的限界、という 2 点であっ
た。 
 倫理学、政治学、国際関係学、法学、経済
学などを横断するかたちで、戦争と平和、貧
困、ジェンダー、環境といった世界的問題群
に「規範」という点から指針を示してきたグ
ローバル倫理（global ethics）は、その出自と
世界的拡大の双方について、非西洋地域から
厳しい批判を受けてきた。批判の多くはポス
ト植民地主義に基づくものであり、その意味
でいうなら、グローバル倫理にも他分野と同
じく、「ポスト西洋的」な内容を考えること
が求められはじめた、ということができる。 
 一方、そのポスト植民地主義を中心とした
批判的視点は、グローバル倫理の多文化的／
建設的再構成までをねらったものが少なく、
あくまで既存研究の批判にとどまってきた。
加えて、批判を行いつつもグローバル倫理そ
れ自身を直ちに斥けるというところまで、現
状がまだ至らないため、批判ののち、グロー
バル倫理をどのように発展させたいのかに
ついても、これまでの研究では明確な姿勢が
示されないままであった。 
 国境を越える問題群には、国家主権の是非
や世界的価値の如何、倫理的価値を実現する
上での制度的制約など、独特な難問がいくつ
か含まれている。このこともあって、グロー
バル倫理の研究は、既にかなりの勢いをもっ
て成果を積み上げてきた一方で、当の倫理が
掲げる内容をめぐり意見がわかれることが
多い。文化的多様性に基づくグローバル倫理
批判はその先端に位置している。だが、その
限界に着目し批判的視点から検討する作業
は、今日端緒についたばかりである。研究代
表者は過去にも、グローバル倫理の可能性と、
それが内在する問題につき、先行する科研費
助成や民間助成を得てある程度の成果をま
とめている。 
 以上を要するに、研究を開始した時点で、
グローバル倫理を批判的かつ建設的に考え
てゆく必要があり、一方、研究代表者の側で
はそれに向けたある程度の準備が整ってい
たということになる。 
 
２．研究の目的 
 
 いまのべた背景のもと、この研究では、ポ
スト西洋時代におけるグローバル倫理を明
らかにし、その批判的再構成を行うことを目
的とした。具体的には、（ア）「文明横断型倫
理」としてグローバル倫理を鍛え直すこと、
（イ）それを理論考察と実証研究を通して進
め、知見を提出すること、という 2 点を、作
業上で達成したい課題として設定した。研究
全体を通して追求する問いは「グローバル倫

理は本当にグローバルか」というものであり、
これに対して否定的回答を用意しつつも、グ
ローバル倫理の否定にとどめないこと、この
否定を乗り越えうる枠組みとして「文明横断
型倫理」を提起することを、研究の基本的方
向性として定めた。加えて、これを起点とし
つつ、「グローバル倫理が文化的多様性と衝
突した場合どうなるか」という発展的問いを
設け、難民・強制移動とジェンダー暴力とい
う 2 つの例を用いて検討することで、研究の
更なる展開を図った。 
 
３．研究の方法 
 
 この研究では、（i）グローバル倫理批判、
（ii）文明横断型倫理の提起、そして（iii）文
化的多様性におけるそれぞれの有り様とい
う 3 つを、理論考察とインドにおける現地調
査を踏まえた事例研究との重ね合わせから
解明してゆく、という方法を採用した。 
 そのうち理論考察に関しては、まず、これ
まで主流とされてきたグローバル倫理が持
つ西洋中心性を「グローバル倫理の失敗
（Failure of Global Ethics）」として析出し、続
いてグローバル倫理の失敗を克服できうる
新たな思考枠組み（文明横断型倫理）を提起
する、という二段階の作業を展開した。 
 一方、これに並行するかたちで、事例研究
については、インド北部（ハリヤーナ州、一
部カシミール州）をフィールドに、現地で起
きている人道問題とジェンダー暴力問題に
焦点を絞った聞き取り調査を実施した。実施
にあたっては、ハリヤーナ州ソーニーパット
市にある O.P.ジンダル・グローバル大学を現
地での活動拠点とし、2 年の期間中、同大学
スタッフ（5 名）、現地医療 NGO（Doctors For 
You）代表ならびにスタッフ（3 名）、現地弁
護士（1 名）から聞き取り調査を行った。調
査に関しては事前に承諾をとり、内容や氏名
の公表如何について相手の意向を汲んだ上
で進められている。 
 
４．研究成果 
 
 この報告書を提出する時点（2016 年 6 月）
で公表された業績は、日本語著書（共著）1
冊、英語著書（共著）1 冊、英語論文（単著）
1 本、英語論文（共著）1 本である。このほ
か、学会報告 2（日本ならびに米国）、国際ワ
ークショップ 2（インド並びに台湾）がある。
日本語著書を除き、成果はすべて英語である。 
 これまでに公表した業績では、主に理論考
察の結果がまとめられてきた。具体的に挙げ
ると、（１）グローバル倫理には、その出自
と展開において西洋中心的な偏り（「グロー
バル倫理の失敗」と呼ぶ）があること、（２）
それは、論理的破綻（「内的（endogenous）失
敗」と呼ぶ）と、特定の価値観が支配権を握
る状況（「外的（exogenous）失敗」と呼ぶ）
という 2 つの側面から成り立つこと、（３）



その上でとくに外的失敗に対して、新たに提
示される「正義のバランス」という考えを用
いればある程度是正が可能であること、とい
う 3 点が、段階的に示されてきた。とりわけ、
研究計画当初十分に明確化されていなかっ
た枠組みが「正義のバランス」概念として形
をえたことは、期間中得られたもっとも大き
な理論的成果であったと考えられる。 
 なお、本研究で得られた知見は、この報告
書を提出して以降も引き続きいくつか（国際
学会報告１，英語著書〔共著〕１）公表され
る。今後は、現地調査の内容を踏まえた、学
会報告や論文の執筆を予定している。当初計
画より、この研究では、英語による研究発信
を主として活動しており、今後もこの方針に
沿って成果の公表を行う。また、上記「予定」
の成果以外のものとして、グローバル倫理が
「失敗」する場合に関する類型をまとめる作
業を進める。 
 最後に、上記諸成果については、英語によ
る研究発信を優先してきた。この姿勢は今後
も変えることなく、英語圏（欧米、南アジア
ともに）のジャーナル、書籍（複数著者によ
る論文集）を念頭に置いた成果の積み上げを
続けたい。 
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